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システム工学と知識工学を統一して農業技術の発展のために
薗芸学部園芸学科圏芸環境工学研究室 古△ 在 豊： 棺寸
農学とか農業というと芸衛や社会学などと同様に、コンピュータ技術とは関係が比較的薄いと思われる方
が多いかも知れない。コンピュータを利用するにしても多変量解析や時系列分析くらいであろうと思われる
かもしれない。確かに、従来その傾向があったことはいなめない。なぜだろうか。それには多くの理由があ
ろうが、 ＾つには従来の逐次数値計算型コンピュータシステム（周辺機器も含めて）のハードウェア／‘ノフ
トウェアが、農業や農学における複雑な諸現象を取りあっかうには不適当であったり、高価格であったり、
不十分であったことによろう。とはいえ、最近のコンピュータ技術の発屎は目覚しく、それ故、農業関係者
もコンピュータ利用に強い関心をしめし、また、その利用に積極的に取り組んでいる方も少なくない。ただ
われわれの現在における感想を素直に述べれば、生物や人間の社会をコンピュータを利用して解析するには
コンピュータ技術、情報処理技術の相当の発辰がまだまだ必要である。その技術の中で重要なものの一つは
一言でいえば従米のシステム工学と最近の知識工学を統一した、新しい情報工学およびそれを実現するハー
ドウェア／‘ノフトウェアであろう。それには、古語と画像の高度処理技術の発屎が不可欠である。
1960年代以降、大型コンピュータの歯及にともなって、システム科学あるいはシステム理論にもとずく、
システム工学的手法が多くの学問分野、産業分野で利用されてきた。そこでは対象とするシステムの構造を
関係図 (RelatinalDiagram)などでモデル化した後、CSMP、DYNAMOなどのシュミレーション言語でプログ
ラミングし、コンピュータトでモデル化されたシステムの動態 (Dynamics)をシュミレートする。 これらモ
デルは、状態変数、速度変数、外生変数、補助変数などをもちいて、連＿立差分方程式の形で表現されるのが
普通である。このシステム工学方法は、農学、生態学分野でも多用され、作物の収鼠f測、環境管理、生物
個体数変動の予測などの分野で広く利用されてきた。筆者もこの方法論にもとずくいくつかの仕事をしてき
た。当時、生物社会、人間社会の多くの側面も、桔本的にはシステム科学、システム工学にもとずいて、そ
の動態を解明あるいは予測でぎるのではないかという期待が高まり、事実、構造が明確な (well-structured)
定義がはっきりした (well-defined)、閉鎖系 (closedsystem) に関しては多くの成果が得られた。
他方、病気診断、自然言語理解、認知心理学、農学の応用分野などでは、構造が明確でない (ill-structured)、
定義があいまいな (ill-defined)、開放系 (opensystem) を対象にすることが多く、システム工学的手法では解
決出来ない問題が残されてぎた。
そこで注目されてきたのが、応用人工知能科学の一分野である知識工学的手法である。特に、最近、知識
工学は、第 5世代コンピュータ（考えるコンピュータ）との関連で、新聞や雑誌でも話題になっている。知
識工学においては、記述的な知識をプロダクションルール (if-then-elserule) などで表現する。プロダクシ
ョンルールとは断片的な知識、ノウハウ、規則などを、「もし・・・ならば、…である、さもなければ…である」
の形式で表現したものである。フレーム、意味ネットなどと呼ばれる方法で知識を表現することもある。そ
れら知識は、知識ベースに蓄積され、それらを利用するためには、推論プログラム、または推論機構と呼ば
れるソフトウェア／ハードウェアが必要である。
筆者の所属する園芸学部園芸学科の園芸環境工学研究室では最近、温室環境の制卸、作物病気診断（パソ
コン用エキスパートシステム）などに上記の知識工学的手法をとりいれたマイクロコンピュータシステムを
開発している。ただし、まだ研究は系者についたばかりであり、これらの研究がすぐに実用化技術になるであ
ろうと期待している訳ではない。と言うのは、現在の知識工学であっかえる知識のタイプは、われわれが有
している知識のごく一部だけだからである。
さて、われわれ農学関係者の多くは、・--・方ではシステム科学的方法で研究を進めつつ、内心これだけでは
とても事実の多くは語り尽せないことを日々実感している。特に研究成果を実用化技術にまで発展させよう
とすると、とりあっかうべき現象や解決法の多くは、数式や関係図では表現できず、定性的、記述的、論理
的にのみ表現し得るのである。したがって、システム工学でとりあつかえない部分の•音いを知識工学でとり
あっかえるようになったことはたしかである。しかし、残された部分もまだ多い。
そこで、上述のように一方では知識工学のよりー＾層の発屎を望みつつ、他方ではシステム工学と知識工学
を包含した新たな組織工学とでも誼うべき分野の台頭を望んでいる。ここでは、数値、文字、記号、数式、
謡討吾、画像などが統一的に理解されるべぎものとして考えられている。
現在、筆者の所属する研究室では、きたるべき農業新時代を想定しつつ、バイオテクノロシー、コンピュ
ータ、自然エネルギー利用、新素材などの諸技術を統合した隼約農業システムのサブシステムに関して個別
研究を少しづつ進めている。ところが、 1：記システムの実現に必要な新たな視点と方法は未だ模索の段階で
ある。この視点と方法の確立には多大の努力を必要としようが、それなしには人類は長くは生き残れないだ
lこ学関係者の少しでも多くの方が、農業、食糧、自然などに興味をもたれ、それら問題の解決のための研
究に多少ともかかわっていただけることを密かに期待している鉦 lである。
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